
第２回
認定こども園のあり方を考え

るワークショップ
日時：令和５年7月22日（土）10:00～
場所：西伊豆町中央公民館
ファシリテーター：静岡大学教育学部 島田 桂吾
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望ましい
状態

現在の状態の
ままの未来現在の状態

問題
課題

この差を埋めるためにやるべきこと

第１回のふり返り
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①「小学校までに身に付けてほしい力」

自尊心（仮訳：ありのままの自己を尊重し受け入れる）

Ⅰ
自分と向き合う力

【例】
自律（立）（自分のこと
は自分でする）遊びを楽
しむ、生活習慣、好き嫌

い、自分のペース、

Ⅱ
人と関わる力

【例】
あいさつ、コミュニケー
ション、協働遊び、いじ

めをしない、聞く力

Ⅲ
地域で活かす力

【例】
ルールがわかる、郷土を
愛する、高齢者と交流で
きる、津波から逃げる
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自尊心（仮訳：ありのままの自己を尊重し受け入れる）

Ⅰ
自分と

向き合う力

Ⅱ
人と

関わる力

Ⅲ
地域で

活かす力幼
児
期

義
務
教
育
以
降

基本理念『夢を育み、ふるさとを語れる人づくり』

基本目標『自ら考え・行動する人を育てる』
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望ましい
状態

現在の状態の
ままの未来現在の状態

問題
課題

この差を埋めるためにやるべきこと

第２回の視点

第２回の流れ

○「望ましい保育環境」から見た現況
（「バックキャスティング」）

（１）【平時】のこども園の現状と課題
⇒２つのこども園長先生からの報告
⇒「規模」に関する意見交換

（２）【非常時】のこども園の現状と課題
⇒２つのこども園長先生からの報告
⇒「立地」に関する意見交換



視点①【平時の保育環境】

○「望ましい保育環境」から見た現況
（「バックキャスティング」）

（１）【平時】のこども園の現状と課題
⇒２つのこども園長先生からの報告
⇒「規模」に関する意見交換

共有＆質問タイム①

○ こども園の「現状」（主に内容及び規模）につい
て感じたことを意見交換してください。もう少し聞
きたいことがあれば出してください。



（１）提供体制の確保

① 「集団での学び」の充実を図るため、規模適正化に努めます。

• １学年(３歳児以上)15人以上の園児の確保を目指し、統廃合な
どを検討します。

• 保育需要や既存施設の保育環境に合わせた、適正な定員の設定
に努めます。

事例：浜松市

参考：西伊豆町出生児数



視点②【非常時の保育環境】

○「望ましい保育環境」から見た現況
（「バックキャスティング」）

（２）【非常時】のこども園の現状と課題
⇒２つのこども園長先生からの報告
⇒「立地」に関する意見交換

動画 こども園の安全対策

・避難訓練の様子



共有＆質問タイム②

○ こども園の避難訓練の「現状」について感じたこ
とを意見交換してください。もう少し聞きたいこと
があれば出してください。

事例：私立日和幼稚園（石巻市）



事例：私立日和幼稚園（石巻市）

事例：私立日和幼稚園（石巻市）



１．楢葉町の位置
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事例：福島県楢葉町立あおぞらこども園

３．あおぞらこども園の概要
設立：平成20年４月

⇒公立幼稚園２園、公立保育所２所を統合し「幼保一体型施設」
開園日：月曜日～土曜日
開園時間：７：30～18:30（短時間児は8:00～13:30）
園児数：震災前＝209名、平成27年度現在＝33名
職員数：震災前＝47名、平成27年度現在＝14名（臨時含む）
状況：平成23年3月12日に休園→平成25年１月５日に再開
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事例：福島県楢葉町立あおぞらこども園



事例：福島県楢葉町立あおぞらこども園

４．震災からこども園再開までの経緯①
平成23年

3月11日 14:46 震度６強（M-9）地震発生
14:49 大津波警報発令
15:00 町災害対策本部設置（役場内）
15:27 第一波到達
15:35 保護者から津波情報を聞きスクールバス1台、園バス2台で

46人を保健福祉会館へ避難させる
16:36 原子力緊急事態宣言（福島第一原発）
21:00 全員保護者のもとへ返す（職員は避難所運営）

3月12日 5:22 原子力緊急事態宣言（福島第二原発）
☆楢葉町町長からいわき市長へ避難者受入要請

8:00 町の判断で全町民へ避難指示
⇒こども園職員は避難所開設準備のためこども園片付け

9:30 職員は全員いわき避難所へ（職員は全員避難所運営）
15:36 福島第一原発1号機水素爆発 ☆いわき市立中央台南小学校に町災

害対策本部を移設
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事例：福島県楢葉町立あおぞらこども園



４．震災からこども園再開までの経緯②
平成23年

3月14日 福島第一原発3号機水素爆発
☆会津美里町（姉妹都市・災害時相互支援協定）との協議

3月16日 会津美里町「あやめ荘」へ179名を避難させる
⇒計７回にわたり約1,000名を移送

3月24日 会津美里町「あやめ荘」に「なかよしひろば」開設
⇒各クラス担当職員がこども園児の安否情報確認を行う

3月25日 楢葉町災害対策本部を会津美里町本郷支所内へ移転
3月27日 災害対策本部教育班保育担当1名
3月31日 先決処分により平成23年3月12日に遡って休園手続き
4月 1日 災害対策本部教育班保育担当2名
4月 3日 二次避難所（ホテル・民宿・旅館等）へ移動開始
4月 5日 会津美里町教育委員会と災害時広域保育入所、区域外幼稚園就園について協議
4月11日 こども園立ち入り 児童票の持ち出し
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事例：福島県楢葉町立あおぞらこども園

ワーク

○ こども園について「現在の状態のままの未来」の視点
から「現在の状態」（保育内容・規模・立地）について
①良いと思うこと、②不安・懸念だと思うことを書き出
す

【進め方】
①１つの付箋に「１つ」書く
②書いた付箋を模造紙に「理由」を述べながら貼る
③関連がありそうな意見をいくつかのグループにまとめる。可能であれ
ば「小見出し」をつける
④全体に向けて発表する方を決める



23

望ましい
状態

現在の状態の
ままの未来現在の状態

問題
課題

この差を埋めるためにやるべきこと

第３回の予定


